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１ は じ め に

山形県庄内地域は「庄内豚」の産地で豚ぷんを原

料とする堆肥の利用は進んでいるが、豚尿の活用に

ついては課題となっていた。一方、2007年度から農

地・水・環境保全向上対策が実施され、営農活動支

援の取り組みの中で特別栽培が急速に拡大した。し

かし、1ha規模の大区画圃場では全量基肥施肥や流

し込み肥料の活用ができないため、水田内を歩きな

がらの背負式動力散布機による穂肥散布が重労働

となっていた。そこで未利用資源である豚尿の活用

を図るとともに、大区画圃場での省力・低コストの

特別栽培米づくりを実証するため、大区画圃場での

豚尿液肥の流し込み施用について実証試験を行っ

たので報告する。

２ 試 験 方 法

(1)2007、2008年に庄内町前田野目の大区画圃場に

おいて、幼穂形成期（2007年：7月13日、2008年：

7月17日）に豚尿液肥（JA全農山形製、窒素成分

0.3%）を用いて用水に流入施用した。実施圃場は短

辺59m、長辺167m及び186mの台形状で、短辺に各

2ヶ所づつ4ヶ所の水口がある。

(2)豚尿液肥（以下、液肥）の施用方法は、600リッ

トルのポリタンクを用いて液肥を水口４ヶ所から

同時に施用した。施用直前の水口付近の水位は平成

2007年は約3cm、2008年はヒタヒタ水程度とした。

施用量は2007年が6トン／筆（窒素成分1.7kg/10a)､

2008年が4トン／筆（窒素成分1.2kg/10a）とした。

液肥の流入速度は500リットル当たり15～20分程度

とし、液肥施用後は水位が約5cmになるまで用水の

みを灌水した。

(3)供試品種は2007年が「はえぬき」、2008年が「ひ

とめぼれ」とした。鶏ふんを2007年は75kg/10a、

2008年は60kg/10a施用し、基肥は一般的な特別栽培

用肥料（有機質由来窒素成分が全窒素成分の50%）

を2007年は窒素成分で5kg/10a、2008年は窒素成分

で4.6kg/10a施用した。追肥は穂肥（豚尿液肥）のみ

とした。

(4)液肥施用後の拡散状況について、圃場を長辺方向

に25m毎7区分、短辺方向に12m毎5区分した35ヶ所

について液肥施用1日後に採水し、ECを調査した

（図１)。また、各採水地点について、経時的に葉緑

素計により止葉の葉色（５株／地点）を調査した。

(5)液肥施用圃場及び隣接する大区画圃場（液肥施用

圃場と同一耕作者、同一品種で穂肥以外の管理は同

図１ 実証試験圃場の模式図
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一の慣行特別栽培）において、平均的な生育部分に

ついて成熟期調査及び収量調査を行った。

３ 試験結果及び考察

(1)液肥施用1日後の田面水のECの分布は、2007年は

圃場短辺から25～50mの位置を中心に高い傾向が

見られ、2008年は同様の傾向が見られたものの圃場

内の差は小さかった（図2）。これは2007年は液肥施

用開始時の水位が約3cm程度であったのに対し、平

成2008年はヒタヒタ水程度から開始したことによ

り拡散が良かったためと考えられる。

(2)液肥施用後の止葉葉色は、2007、2008年とも施

用33日後の変動係数が4～5％程度、成熟期の変動係

数が8％程度で大きなばらつきは認められなかった

（図3）。

(3) 隣接する慣行の特別栽培圃場と比較して、収量

及び千粒重に差は認められなかった。また、2007、

2008年とも品質は良好であった（表1）。

(4) 豚尿液肥の施用中や翌日等に圃場周辺で特に臭

気は感じなかった。

４ ま と め

大区画圃場における水稲穂肥としての豚尿液肥

流し込み施用は、概ね液肥の拡散が良好であり、省

力的で慣行の特別栽培と同等の収量・品質が得ら

れ、実用性が高いと考えられた。豚尿液肥は循環型

農業の推進や施肥の低コスト化等の視点からも今

後の普及が期待される。

図３ 豚尿液肥施用後の止葉葉色（葉緑素計値）の分布の推移（ｃｖ：変動係数）

2007年 2008年

141 151 126 299 167 107 125 116 101 108

447 352 163 245 478 147 202 157 157 142

152 106 60 85 120 103 119 97 100 105

89 106 70 81 88 100 76 93 87 100

151 181 96 88 119 166 182 130 197 167

330 202 274 312 320 136 142 134 155 137

151 128 161 145 146 125 113 118 134 121

平均 181 (cv= 58.9 ％) 平均 129 (cv= 23.8 ％)
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2007年

7月13日（施用当日） 7月23日（施用10日後） 8月15日（施用33日後） 成熟期

43.0 45.4 43.8 45.3 43.6 42.2 42.3 40.6 43.4 44.5 35.0 38.7 34.3 39.6 38.6 21.2 28.3 23.6 31.1 28.0

44.2 43.8 42.2 43.0 43.2 42.7 43.6 41.4 42.9 44.1 36.3 37.5 35.6 40.0 37.2 27.1 27.3 25.7 28.0 30.1

42.7 45.4 43.5 43.5 44.9 41.3 42.6 42.8 40.3 43.2 33.8 36.4 35.5 36.0 37.2 24.6 27.7 24.9 26.0 25.8

43.7 44.2 44.2 44.8 42.9 40.8 42.6 39.5 41.5 41.2 34.8 36.0 35.9 37.7 38.7 26.5 27.4 26.1 28.8 30.7

44.8 42.8 42.7 45.1 43.6 40.3 41.0 42.2 43.6 41.2 35.5 35.8 36.0 35.8 37.3 26.6 30.5 27.8 28.8 29.7

40.0 44.8 44.0 42.7 43.5 41.6 43.6 43.0 43.0 39.7 37.3 37.1 35.9 39.2 40.9 28.0 30.0 28.4 32.0 30.5

44.3 43.0 43.7 43.7 42.1 40.5 41.2 41.8 43.1 40.1 37.3 35.5 38.1 39.8 35.8 31.1 29.3 29.4 27.1 29.1

平均 43.7 (cv= 2.5 ％) 平均 42.0 (cv= 3.1 ％) 平均 36.9 (cv= 4.6 ％) 平均 27.9 (cv= 8.3 ％)

2008年

7月17日（施用当日） 7月29日（施用12日後） 8月19日（施用33日後） 成熟期

42.2 46.3 43.7 44.9 46.0 39.3 42.0 37.5 39.5 43.2 31.0 31.5 30.9 31.2 34.7 20.1 21.6 21.1 24.6 27.5

45.2 46.9 44.7 43.3 43.6 43.9 42.3 41.0 40.4 40.8 33.4 33.1 31.5 31.7 32.8 23.9 22.1 26.0 25.8 25.4

45.6 43.1 41.5 42.7 42.2 40.0 39.5 40.2 38.3 39.1 32.7 32.8 30.6 30.2 34.1 23.1 22.2 24.8 21.2 26.0

44.4 44.2 44.5 43.4 44.1 43.3 39.5 40.9 38.9 41.8 32.6 32.1 31.2 31.3 35.1 26.0 24.4 22.5 23.2 27.0

43.9 43.4 42.6 43.6 44.6 39.4 40.6 39.9 42.8 39.5 32.9 33.9 33.2 33.7 32.1 24.5 25.3 26.4 25.1 25.6

43.7 42.1 41.1 42.9 43.0 39.2 41.5 38.9 41.9 41.8 33.6 32.6 31.9 34.3 34.8 22.8 23.3 23.0 29.0 25.4

42.9 42.1 44.2 43.0 44.6 36.9 37.1 40.8 42.9 39.1 33.6 32.2 33.8 33.7 33.7 25.1 23.5 25.5 24.8 25.1

平均 43.7 (cv= 3.0 ％) 平均 40.4 (cv= 4.4 ％) 平均 32.7 (cv= 3.9 ％) 平均 24.4 (cv= 8.0 ％)

N

N

表１ 豚尿液肥施用圃場の成熟期の生育と収量

年次
稈長
(cm)

穂長
(cm)

穂数
(本/㎡）

精玄米重
（kg/10a）

千粒重
(g)

品質
（検査等級）

2007年 豚尿液肥施用圃場 74 18.0 508 637 21.5 1等

慣行特別栽培圃場 77 17.5 550 638 21.3 1等

2008年 豚尿液肥施用圃場 84 18.6 471 592 23.1 1等

慣行特別栽培圃場 89 20.8 501 574 23.4 1等

図２ 豚尿液肥施用 1 日後の田面水の EC（μS/cm）

の分布（ｃｖ：変動係数）


